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本研究では，知的障害特別支援学校における「考える力」について，小学部での授業実践から見えてきた
児童の「考える姿」を整理していくことを通じて検討した。小学部の児童が授業において見せるエピソード
を複数の教師で見取り，学部内研究会で意見交換しながら，児童の多様な「考える姿」を確認した。その結
果，児童が興味関心をもったり「やってみたい」と思ったときに考えることが始まるということや，一人で
集中して取り組んだり，繰り返し同じ活動を行ったり，他者と関わったりしながら考えを変化させながら表
現していることが分かった。このことにより，小学部では，児童の「考える力」とは，「情動が動いた事象
に対して，自分なりに工夫したり表現したりして対応する力」であると定義した。
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Ⅰ　はじめに
本校小学部の児童は，知的障害の他に，自閉スペ
クトラム症やダウン症候群，言語発達遅滞等を併せ
有する児童が在籍している。これまでの学校生活に
おける児童の「考える姿」の様子は，教師や友達な
ど身近な人とやりとりを楽しむことができる児童や
自分のやりたいことを遊びや活動の中で自分なりに
表現しようとするような児童もいれば，言葉で自分
の思いを上手く伝えることが難しい児童や，教師が

提示した選択肢の中から選んで活動するような児童
も見られ，何かを考えるという行為やその速度，考
え方を含めた「考える姿」には様々な違いが見られ
た。
このように，児童によって「考える姿」とは多様
であり，日常生活や学校生活において頻繁に見られ
るものである。さらにそれらの姿は，「考える力」
によって発揮されるものであり，「考える力」と「考
える姿」は相互に関連しているものと考える。
今後，児童に求められる力の一つに，自分の頭で

「考える力」が挙げられる（細谷，2017）。教師は，
児童の「考える力」を学校生活の中でどう育んでい
けるのか，また，学部の特徴や児童の特性に応じた
「考える力」とは何か，さらには効果的な日々の授
業実践とは何かについて検討していくことが重要で
あろう。そのための初年度として，児童の「考える
姿」から，小学部で考える「考える力」とは何かを
整理し，教師間で共通理解をもって授業実践を行っ
ていくことが必要であると考える。

Ⅱ　目的
知的障害特別支援学校小学部における「考える力」
とは何かについて，授業の中における児童一人一人
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の「考える姿」について整理していくことを通して
検討する。

Ⅲ　方法
1　小学部における児童の「考える力」の仮説
研究協力者の指導・助言を基に，教師間で意見交
換し，学部内で検討を重ね，児童の「考える力」に
ついて仮説を立てた。
2　�「考える力」に焦点を当てた授業づくりと授業
実践
小学部で立てた仮説を基に，児童の「考える力」
に焦点を当てた授業の学習指導案作成と授業づくり
を行った。授業実践では，一人一授業の取り組みと
して，6月～ 10月の間に研究授業を行った。
3　�児童の「考える姿」のエピソード記述と学部内
研究会の実施
授業実践の中で見られた児童の「考える姿」につ
いてエピソードを記述し，教師間で意見交換を行っ
た。意見交換は，Google社が提供するオンライン
ホワイトボードサービスであるGoogle	Jamboard
（以下，ジャムボード）を使用して行った。研究協
力者からの指導・助言を基に，授業の中のどの場面
で児童の「考える姿」が見られたかについての記述
と，記入者から詳細についての説明を求めた。また，
出された意見を同じ場面や同じ姿ごとに分類し，
キーワードを挙げながらカテゴライズして整理し
た。なお，整理していく過程は，全てジャムボード
を使用し，パソコンの画面上で行った。
4　小学部における児童の「考える力」の再検討
学部内研究会で出された「考える姿」やキーワー
ドを基に，小学部で考える児童の「考える力」につ
いて再検討を行った。

Ⅳ　結果と考察
1　�小学部における児童の「考える力」の仮説と再
検討
表1には，小学部の研究会等において検討した，
学部の「考える力」について示した。6月は，研究
協力者の指導・助言を基に，学部の教師間で意見交
換し，学部研究会等で検討を重ねることで仮説を立
てた。そして，その後の研究授業や公開研究会の実
践後に行った研究会を通して，「考える力」につい
て再検討した。

表1　小学部で考える児童の「考える力」の仮説と定義
検討した時期 「考える力」とは
6月
（研究協力者の指
導・助言後）

・児童自身の「～したい」という欲求が生
まれたり情動が動いたりしたときに現れ
る，児童が興味関心や得意なことを生か
して活動したり，教師や友達とやりとり
したりする中で発揮する力。

9月
（授業実践と部内
研究会後）

・他者との関わりの中で発展していくもの
であり，経験したことややりたいこと，
自分の思いを自分なりに表現する力。

12月
（授業実践と公開
研究会実施後）

・情動が動いた事象に対して，自分なりに
工夫したり表現したりして対応する力。

小学部では，児童がやってみたい，どうしたらで
きるだろうと興味をもって自分で考えた結果，行動
が現れる，興味をもったり情動が動いたりしたとき
に注意が向き，自然と考えることにつながっていく
という意見を基に，小学部の教師間で考える「考え
る力」とは何かの検討を行った。その結果，児童が
興味をもったり「～したい」と欲求が生まれたりす
ることで，児童の自発的な行動が生まれるであろう
と考えた。また，「考える力」は，児童一人の活動
の中ではなく，教師や友達など，身近な人と共に活
動したりやりとりしたりする中で発揮されるもので
あると仮説を立てた。
その仮説を基に，6回の授業実践を行った。学部
内研究会では，授業内の児童の様子から，「考える力」
とは，「経験したことを生かす力」「自分なりに表現
する力」ではないかという意見が多く挙げられた。
また，その力は教師や友達といった身近な人とのや
りとりしたり共に活動したりする中で発展するであ
ろうことを再確認することができた。
公開研究会でのワークショップを基に，12月に

「考える力」の再検討を行った際には，興味をもっ
たときや環境と自分の思いの間で折り合いを付けよ
うとしたときなどの情動が動いたときに「考える」
ことが始まるだろうということが挙げられた。また，
他者との関わりの中で違いに気付いたり自分の活動
を変化させていったりする一方で，一人で充分に活
動する経験や満足感から，工夫が生まれたり，他者
に目を向けるきっかけになったりすることもあるの
ではないかという意見が挙がった。そこで，他者と
の関わりの中で発展していくものと限定せず，活動
の中で一人で集中して取り組んだり，繰り返し活動
したりしている場面や他者と共に活動する場面など
あらゆる場面で生じるものであろうと考えた。また，
考える過程において，他者に伝えるために表現して
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いるだけではなく，もっと楽しくしたい，こうした
いと活動を工夫していく中にも考える姿が見られる
という意見から，小学部で考える「考える力」を「情
動が動いた事象に対して，自分なりに工夫したり表
現したりして対応する力」と定義した。

表2　小学部の一人一授業実践における授業の概要
教科・指導の形態名 単元・題材名
生活単元学習 1くみランドで自由に遊ぼう
生活単元学習 1くみランドで自由に遊ぼう
生活単元学習 楽しく遊ぼう
生活単元学習 秋を楽しもう
生活単元学習 校外学習に行こう
生活単元学習 風で遊んでみよう

2　�「考える力」に焦点を当てた授業づくりと授業実践
令和4年度は，一人一授業として，公開研究会担
当者は10月に研究授業を行い，その他の教師は7
月～ 8月の期間に研究授業を行った。表2には，小
学部で行った生活単元学習六授業の単元名を示し
た。授業づくりでは，仮説として立てた「考える力」
に焦点を当てて，児童の「考える姿」が多く見られ
るような授業内容の検討を行った。また，場の設定
や教材・教具の工夫，授業の目標設定と指導上の留
意点等の検討を行いながら，学習指導案を立案して
実践を行った。
3　�児童の「考える姿」のエピソード記述と学部内
研究会の実施
それぞれの授業中に見られた児童の「考える姿」
について部内協議を行った。図1～ 5は，部内研究
会において教師から出された，児童の「考える姿」
とキーワードについてジャムボードに記入されたも
のを示した。
「1くみランドで自由に遊ぼう」では，教師や友達
が遊ぶ姿に注目したり，まねたり，やりとりを通し
て遊びを展開したりしながら，三つのコーナーの中
で自分のやりたいことを考えている姿が見られた。
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「楽しく遊ぼう」では，興味のある素材での遊びを

繰り返し行ったことで，遊びの経験を生かしたり，

友達の様子を自分の遊びに生かしたりして工夫する

姿が見られた。 

 

図 2 「楽しく遊ぼう」における「考える姿」 

 「秋を楽しもう」では，前時までの活動や過去の

生活経験，絵本の内容から秋に関することを想起し

て発言したり，活動に取り組んだりする様子や，教
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図 3 「秋を楽しもう」における「考える姿」 

「校外学習に行こう」では，校外学習での経験を
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図 4 「校外学習に行こう」における「考える姿」 
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達が遊ぶ姿に注目したり，まねたり，やりとりを通

して遊びを展開したりしながら，三つのコーナーの

中で自分のやりたいことを考えている姿が見られた。 

 

図 1 「1 くみランドで自由に遊ぼう」における「考える姿」 

「楽しく遊ぼう」では，興味のある素材での遊びを

繰り返し行ったことで，遊びの経験を生かしたり，

友達の様子を自分の遊びに生かしたりして工夫する

姿が見られた。 

 

図 2 「楽しく遊ぼう」における「考える姿」 

 「秋を楽しもう」では，前時までの活動や過去の

生活経験，絵本の内容から秋に関することを想起し

て発言したり，活動に取り組んだりする様子や，教

師や友達と収集した物を見せ合ったり比べたりする

姿が見られた。 

 

図 3 「秋を楽しもう」における「考える姿」 

「校外学習に行こう」では，校外学習での経験を

生かしてバスや電車でのごっこ遊びを組み立てたり，

校外学習での出来事を振り返って話をしたりしなが

ら教師や友達と遊んだりする姿が見られた。この授

業では，教師と児童がやりとりをしながら遊びを展

開させていったり，教師の言葉に反応して遊びを変

化させていったりする様子が多く見られた。 

 

図 4 「校外学習に行こう」における「考える姿」 

「風で遊んでみよう」では，風で動くおもちゃを動

かすために，教師や友達とのやりとりから風の起こ

し方を工夫したり，様々な道具の中から自分の使い

やすい道具を選んで使ったりする姿が見られた。 

図3　「秋を楽しもう」における「考える姿」
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表 2 小学部の一人一授業実践における授業の概要 
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生活単元学習 楽しく遊ぼう 

生活単元学習 秋を楽しもう 

生活単元学習 校外学習に行こう 

生活単元学習 風で遊んでみよう 
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いやすい道具を選んで使ったりする姿が見られた。
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図 5 「風で遊んでみよう」における「考える姿」 

 六つの授業実践の結果から，単元や日常生活の中

で経験したことを自分の遊びに取り入れたり，繰り

返し遊び込むことで遊びを工夫したりして変えてい

ったりする様子や，教師や友達と共に活動したりや

りとりしたりする中で遊びを変化させていく様子か

ら，児童の考える姿を多く見取ることができた。 

授業づくりを行う際には，6 月までの仮説の検討

を経て，「自由度の高い文脈で」「得意なことやや

りたいこと・経験を生かすことができる環境づくり」

を指導上の留意点に挙げた。その結果，活動の中か

ら自分の好きなことを見付けて活動したり，遊び込

む中で新しい遊びを工夫したり次の遊びに興味をも

ったりする姿や，生活経験や学習経験を結び付けて

活動する姿が見られた。児童は，「やってみたい」

「こうしたい」と自分の内面で考えたことを，遊び

や活動を通して動きや言葉で表現しているものと考

える。このことから，小学部児童の「考える力」と

は，「経験したことややりたいこと，自分の思いを

自分なりに表現する力」と定義し，11 月の公開研究

会で研究授業を行った。研究授業の中でも，児童が

「やってみたい」と感じたり疑問に感じたりしたこ

とをきっかけにして活動する姿が見られた。このこ

とから，児童の情動が動く環境づくりが「考える力」

には必要であることが分かった。授業場面では，前

時までの活動や児童の「やってみたい」をつなげる

ことで，児童が学習経験を生かしたり，新たな「や

ってみたい」を生み出したりすることができ，情動

が動く場面を作り出すことができると考える。 
さらに，「教師や友達と共に活動できる場の設定」

をしたことで，授業実践の中では，児童が教師や友

達とやりとりしながら遊ぶ様子や，教師や友達の活

動の様子を見て，友達の活動に興味をもったり自分

の活動に取り入れたりする姿が見られた。児童は，

教師や友達といった身近な人とのやりとりや関わり

の中で自分の活動を変化させ，考えを広げたり深め

たりしていき，相手に伝えるために表現したりして

いるということが分かった。このことから，「考え

る力」は児童一人での活動ではなく，「他者との関

わりの中で発展していくもの」であると考える。加

えて，児童は同じ活動を何度も繰り返し行う中でよ

り良いものを求めて遊びを進化させていくなど，一

人で充分に活動し，満足することで，新しいものを

作り出すこともできるということが分かった。 
 
ⅤⅤ  ままととめめとと今今後後のの課課題題  

 小学部では，授業実践を通じて，授業中に見られ

た「考える姿」について検討を重ね，その具体的な

「考える姿」から，学部で考える児童の「考える力」

について，表 1 のように整理した。 
 先述したように，授業実践と学部内研究会を通し

て，児童が「やってみたい」と感じたり，興味関心

をもったりしたときに情動が動き，考えることが始

まることが分かった。考える過程では，児童が一人

で充分に集中して取り組んだり繰り返し何度も同じ

活動したりすることが分かった。また，児童が教師

や友達など身近な人と共に活動することでも，過去

の経験や他者の様子から工夫や新たなものが生まれ

たりし，それを言葉や行動で表現していくというこ

とも分かった。 
今後の課題としては，児童の発達段階や興味関心

の実態に即した題材や学習内容の設定，児童が安心

して自分のやってみたいことや表現したいことを表

すことができる関係づくりや環境づくり，共に活動

する教師や友達が見える場の設定や教師の適切な言

葉掛けについて，検討を続けていくことが重要であ

ると考える。 
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校における令和四年度校内研究の小学部研究（メン
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